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2 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

Ion Reporter ソフトウエア機能概要
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Ion Reporter ソフトウエア概要

マッピング ～ 解析 ～ アノテーション ～ レポート作成

4 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

• シーケンサとのダイレクトな統合

• データの作成から、変異のアノテーションまでをカバー

• バイオインフォマティシャン不要の簡便なグラフィカルユーザーインターフェース（GUI）
• ユーザーのニーズに合わせて、クラウド版とローカル版を提供
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単一サンプルの解析
– リファレンス配列との相違

ペアサンプル解析
– 二つのサンプル間の変異箇所の差異と共通性

がんの体細胞変異ペアサンプル解析
– 正常細胞と共通する変異を除外して、がん細胞特異的な変異を抽出

遺伝性疾患のトリオ解析
– 家族内の変異解析

CNV （Copy Number Variation） 解析
– 単一サンプル／ペアサンプルのCNVの検出

融合遺伝子解析
– がん細胞特異的な融合遺伝子を検出可能 ※カスタムデザインにも対応

TML （Tumor Mutation Load） 解析
– Mbあたりの体細胞突然変異数の算出

免疫レパートリー解析
– T細胞受容体（TCR）、B細胞受容体（BCR）の多様性解析

Ion Reporter ソフトウエアが対象にする解析

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



Allele frequency
Amino acid change
Genetic category
Coding
Copy number
Coverage
Custom
Cytogenetic band
Gene panel
Genes

Genetic category
Genotype
Hotspot information
Location
Locus
p-value
Reference
Size
Type
Variant effect

検出した変異に多数のアノテーション情報を付加

検出した変異のアノテーション・絞り込み

Ion Reporter ソフトウエアによるアノテーション

公共データベースを基にしたアノテーション

• 5000 exomes
• ClinVar
• COSMIC
• dbSNP
• DGV
• DrugBank
• ExAC
• FATHMM scores
• Gene models (RefSeq, Ensembl)
• Gene Ontology
• GnomAD
• MAF (1000 Genomes)
• OMIM
• Pfam
• PhyloP
• PolyPhen-2
• SIFT

6 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



QIIMEの解析アルゴリズムの利用、各プライマー別の結果の出力が可能に

Alpha diversity 
Species, Genus, Familyレベルでの
希薄化曲線（rarefaction curve）作成

Beta diversity 
複数サンプル間の相対比較

Primer set-specific results export 
Ion 16S™ Metagenomics Kitにおける
各プライマー別の結果の出力

16S rRNA シーケンス解析機能

7 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

アカウント登録とアクセス方法
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thermofisher.com 新規アカウント登録

登録が完了したら、“Connect Your Lab”リンクをクリック

1. サーモフィッシャーサイエンティフィックのホームページにアクセスし、画面右上の“サインイン”から“アカウントを登録する”へ進む

9

「当社オンラインオーダー用アカウント」と「Ion Reporterソフトウェアのアカウント」は同一です。
既に当社アカウントをお持ちの方は、「Connect Your Lab」へのアクセスから実施可能です。

必要な項目を入力して、アカウントの登録

Thermofisher.com アカウント登録画面へ

※ベーシックアカウントでもIon Reporterの利用は可能

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

https://www.thermofisher.com/jp/ja/home.html

https://www.thermofisher.com/jp/ja/home.html


Connect Your Labへのアクセス（初回のみ）

4. サインイン後の画面右側のMy Appsから“Ion Reporter”をクリック

2. thermofisher.comのアカウントを入力してサインイン 3. 利用規約に同意

10

1. サーモフィッシャーサイエンティフィックのホームページ、または下記URLから“Connect Your Lab”へアクセス

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

https://apps.thermofisher.com/

https://apps.thermofisher.com/


Organizationの登録（初回のみ）

1. 施設（Organization）管理者の場合は、Organizationを作成

以下のような場合に、エラーが起こる可能性があります。

・「;」や「,」など特殊な文字を使用している

・既に存在するOrganization名を入力している

2．任意のOrganization名を入力したら、Createをクリック

Yesをクリック

11

Organizationは、1アカウントにつき、 1つ作成可能です。Organizationごとに使用可能なデータ容量（1テラバイト）が
割り当てられます。一度設定したOrganization名は変更できません。

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



Ion Reporter ソフトウエアへのアクセス

Ion Reporterソフトウエアへのログイン完了

12

アカウントおよびOrganizationの登録が完了すると、Ion Reporterソフトウエアが使用可能になります。Ion Reporter
ソフトウエアへは、“Connect Your Lab”もしくは下記URLからアクセスします。

thermofisher.comのアカウントを入力してサインイン

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

https://ionreporter.thermofisher.com/ir/

https://ionreporter.thermofisher.com/ir/


【補足】 Organizationへのユーザー招待（１）

（招待する側のユーザー）
1. “Connect Your Lab”へログインし、 マーク（Users）をクリック

https://apps.thermofisher.com/

13

Organizationに他のthermofisher.comアカウントをひもづける（招待する）ことで、一つのOrganization内のデータを
他のthermofisher.comアカウントと共有することが可能です。あるOrganizationに他のアカウントを招待しても、
Organizationに割り当てられた使用可能なデータ容量が増えるわけではありません。
また、Ion ReporterソフトウエアにはあるOrganization内のデータや解析結果を単体ごとに他アカウントへ共有する
（Share）機能が備わっているため、データ共有のためにアカウントの招待は必須ではありません。

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

https://apps.thermofisher.com/


【補足】 Organizationへのユーザー招待（２）

（招待する側のユーザー）
2. 画面右上のActionから、Invite Userを選択
3. 招待したいユーザーのメールアドレスと権限を設定し、Inviteをクリック

※招待されるユーザーは、事前にConnect Your Labへの登録が必要、
かつOrganization未設定である必要あり。

✔ ✔ ✔ ✔

14 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



【補足】 Organizationへのユーザー招待（３）

（招待された側のユーザー）
1. 招待メールに記載されたリンクをクリック
2. thermofiher.comのアカウント情報を入力し、サインインをクリック

15 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



【補足】 Organizationへのユーザー招待（４）

（招待された側のユーザー）
3. 招待元のOrganization名を選択し、OKボタンをクリック

4. ユーザーとして追加されたことを確認し、Ion Reporterソフトウェアの操作へ進む

16 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

画面構成と機能
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Ion Reporter ソフトウエアの画面構成と機能

ヘルプ資料
タブ：機能の選択

使用データ容量
主な機能へのショートカット

サポートへのリンク、フィードバックなど

18

アップデートなどのお知らせ

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

データアップロード

19



IonReporterUploder プラグイン

Torrent Suite ™ ソフトウエアIon Torrent ™ シーケンサ Ion Reporter ソフトウエア

シーケンサから直接データを転送

共同研究者と結果のシェア

自動もしくは手動でデータアップロード
BAMファイルもしくはVCFファイル

20 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

• ランの完了後、専用のプラグインからデータを安全にクラウドに送信

• 共同研究者と解析データのシェアも可能



Access code の生成

1. Ion Reporter ソフトウエアにログインし、画面右上の歯車マークから“Manage Tokens”を選択
2. Generate New Access code をクリック

バージョン5.14より、データのアップロードには必須の作業になりました。

3. New Access codeの欄に6~50文字の半角の
文字列を入力（アップロードに必要なので控える）

4. Access code Ageを選択
有効期限またはこの期間が過ぎると再設定が必要

5. Save and Generateをクリック
6. Closeをクリック

21 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



IonReporterUploderプラグインのインストール

1. トレントブラウザー画面右上の歯車マークからPluginsを選択

2. “IonReporerUploader”のVersionがアップロードするIon Reporterソフトウエアのバージョンと同じことを確認

22

3. もしVersionが古い場合は、右端の歯車マークから“Upgrade to Latest”か“Install ~”で最新バージョンの

プラグインをインストールする（既存のアップロード先設定はそのまま引き継がれる）

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



IonReporterUploderプラグインの設定

(3)

(4)

(6)

1. トレントブラウザー画面右上の歯車マークから
Ion Reporter Configure を選択

2. Add Accountから“Ion Reporter Cloud”を選択

3. 必要事項入力

4. Get Versionsをクリック

5. 最新のバージョンを選択

※プラン作成時に自動アップロードと自動解析を

設定したい場合は、解析対象ワークフローと同じ

バージョンを選択する。

6. Addをクリックして設定を追加

Ion Reporterのユーザー情報
Username （メールアドレス）
Access Code

Display Name
一覧に表示される名前（任意）
データ転送時に選択する設定

(1)(2)

※施設ネットワーク上にProxyサーバーが存在する場合、設定できないことがあります。

(5)

ローカルサーバーの場合は
IPアドレスを入力

Access code を入力
（Ion Reporter のパスワードは×）

23 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



1. Pluginsボタンから、Select Plugins To Runを選択

2. IonReporterUploaderをクリック

トレントブラウザーからの手動アップロード

1. トレントブラウザーレポート画面のUpload to IRボタンをクリックし、Display Nameを選択

2. アップロードするファイル種類を選択

2. ファイルの種類を選択し、Display Nameを確認してLaunch IRUをクリック

24

BAMファイル：配列データ

VCFファイル：variantCallerプラグインで検出した変異リスト

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



プラン作成時の自動アップロード・解析設定

1. プラン作成時のIon Reporterタブで、設定したアップロード先とWorkflowを指定

2. Sample Nameを指定する際に、Ion Reporterの解析に必要な情報を付加することが可能

25 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



Ion Reporter ソフトウエア

手元のPCからデータを転送

• カスタムパネルや、公共データベースの情報をアップロード可能（BED、VCFファイルなど）

• 解析結果のBAMファイルや、VCFファイルが自PCのみにしかない場合に有効

（BAMファイルの複数同時アップロードは、IonReporterUploaderスタンドアローン版とコマンド操作で可能）

ファイルの手動
アップロード可能

User PC

BAM
VCF
BED

26

Download

Transfer

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



※サンプルが複数の場合は、2～3を繰り返し

1. Ion Reporterソフトウエアへログインし、Sampleタブ⇒Define Samplesをクリックし、Manualを選択

2. Define Samples画面のUpload VCFまたはBAMをクリック

3. ファイルを選択し、“Upload～”をクリック

マニュアルでのファイルアップロード（１）

27 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



4. アップロードしたファイルにチェックを入れ、Add Samplesをクリック

5. Sample Nameを入力し、Add Sample Listをクリック

6. Nextをクリックして次の画面に進む

マニュアルでのファイルアップロード（２）

28 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



※解析に追加の情報が必要な場合は、Add Attributeから追加

7. サンプルの情報を入力してNextをクリック

8. 登録するサンプル名を確認してSaveをクリック

マニュアルでのファイルアップロード（３）

Samplesの一覧に登録したサンプルが追加される

29 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



1. Samplesタブから情報を編集したいサンプルを選択し、画面右のEditボタンをクリック

Sample情報の編集（１）

2. 次の画面で目的のサンプルが画面右側に
表示されていることを確認してNextをクリック

30 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



3. 目的の項目を編集し、Nextをクリック

Sample情報の編集（２）

その他のサンプル情報を付け加えることも可能 ⇒

4. 確認画面でSaveをクリックすると、編集内容が反映される

31 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

解析実行手順

32



B. Analysesタブ⇒Launch を選択、またはLaunch Analysis⇒Manual

A. Homeタブの画面からAnalysesのLaunch analysisをクリック

C. Workflowsタブ⇒対象のWorkflowを選択⇒Actions⇒Launch Analysis

解析の実行 （複数通りの実行方法あり）

33 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



1. ワークフローをさまざまな項目で検索・絞り込みが可能

2. ワークフローを選択して、 Next ボタンをクリック

例）“Ion AmpliSeq™ Comprehensive Cancer Panel （CCP）”で2サンプルを比較検討する場合

キーワードで検索

34

解析ワークフローの選択

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



1. 解析の対象にするサンプルのチェックボックスをオンにする
2. 画面右側のAdd Samplesをクリック

3. Sampleのグループ名を入力し、Add to Analysisをクリック

Normal／Tumor を指定

対象サンプルの選択（１）

35 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



対象サンプルの選択（２）

4. 解析の対象にするサンプルを決定したら、Nextをクリック

36 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



プラグインの選択

Nextをクリック

37 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



Analysis Nameを入力し、設定を確認して、Launch Analysisをクリック

解析スタート

38

解析の開始

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

解析実行結果

39



解析の進捗は、AnalysesタブのOverviewで確認可能 （解析が完了するとメールで通知）

進捗の確認

Abortを選択することで、処理を中断することが可能

40 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



AnalysesタブのOverviewで、 解析のStatusがSuccessfulになっていることを確認し、Analysis名をクリック

結果の参照

変異の一覧へ

表示するアノテー
ションのカテゴリー

絞り込んだ
変異の一覧 フィルタリング

の設定

さまざまな機能

41 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



染色体番号で絞り込み

・フィルタリングの結果を表示
・一覧の非表示
・フィルターアウトされた変異の表示

Filter Optionsを非表示

Filter Optionsで変異の評価と絞り込み

Filter Chainsの選択

複数サンプルの場合は、

サンプルで絞り込み可能

（ペア解析の場合）

42 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



Filter Chainsの設定（１）

1. をクリックし、Filter Chainsを新規作成することが可能

2. Nameを入力し、Choose Filterから目的のフィルタリング項目を選択（Variant Typeの例）

3. 一覧に表示したい項目を選択し、Addをクリックするとフィルターが追加される
（その他のフィルタリング項目も同様の操作で追加する）

43 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



Filter Chainsの設定（２）

4. フィルタリングの設定が完了したら、Applyをクリック

5. フィルタリング結果の一覧が表示される

6. フィルタリング項目の編集も可能（ ）
設定の保存は、Save Filter Chainをクリック

44 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



P-Value ： 検出された変異の統計的な有意性を示す数値

Gene Symbol ： 遺伝子名

Location ： Intron、 xonなど

Variant Effect ： synonymous, missense, nonsense, frameshift など

Functional Scores 
SIFT
PolyPhen-2
Grantham

：
：
：
：

下記（SIFT、PolyPhen-2、Grantham）の影響予測ツールのスコア
アミノ酸配列の保存性から予測
アミノ酸配列と立体構造のデータに基づいて予測
置換前後のアミノ酸同士の類似性/相違を表すスコア

Minor Allele
Frequency ：

1000人ゲノムプロジェクトのデータで2番目に多いアリルの頻度の最大値
（Common SNPを区別するためのもの）

5000 exomes ： 5000 エクソームプロジェクトのアリル頻度情報

ExAC ： The Exome Aggregation Consortium（ExAC）のアリル頻度情報

Gene Ontology ： 遺伝子の機能に関するキーワード（Ontology）を指定

OMIM ： 遺伝子と表現型に関するデータベース

COSMIC ： COSMICに登録されているがん種

dbSNP ： dbSNPに登録されているかどうかを条件とする

Variant Type ： 一塩基置換、挿入欠失、多塩基置換、コピー数多型などの変異の種別

Genetic category ： 接合状態（Homozygous／Heterozygous） *trio workflows only

アノテーション・絞り込み項目の例

詳細： https://ionreporter.thermofisher.com/ionreporter/help/GUID-8CF8A299-8BA1-4AFC-B6FE-837F59A7E74D.html

45 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

https://ionreporter.thermofisher.com/ionreporter/help/GUID-8CF8A299-8BA1-4AFC-B6FE-837F59A7E74D.html


詳細結果の参照

＋のアイコンをクリックすると、検出した変異の詳細情報を表示

46

アノテーション情報の一覧と
公共データベースへのリンク

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



Tumor

Tumorサンプルの
アリル頻度約6%

Normal

両ストランド上の変異の有無、周りのシーケンスクオリティー等を確認

Locusのリンクをクリックすると、IRGVによるリードデータの視覚化が可能

IRGV による結果の参照

47 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



IGV による結果の参照（１）

IRGVよりも詳しいリードデータの確認が可能（閲覧PCにJavaがインストールされている必要あり）

2. IRGV画面右側の“Open in IGV”から起動1. アカウント設定を変更してIGVを起動

設定変更後にLocusをクリック

「igv_ionreporter_XXXX.jnlp」ファイルが
ダウンロードされたら、ダブルクリックで起動

48 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



IGV による結果の参照（２）

・セキュリティに関するメッセージが出た場合は、そのまま続行

塩基単位の情報まで
表示することが可能
赤：＋ストランド
青：－ストランド

49 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

解析結果の出力・ダウンロード

50



1. 解析結果画面の右上にあるDownloadから、ダウンロードしたいリストの種類を選択

変異リストのダウンロード（１）

2. Homeタブ⇒Notificationをクリック

All Variants                ： 検出された全ての変異
Filtered Variants        ： フィルター設定をSaveした後の変異
Current Results TSV ： 現在画面に表示されている変異

51 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



変異リストのダウンロード（２）

VCFファイル：変異検出結果の詳細

TSVファイル：アノテーション情報

3. Downloadリンクをクリックして、ファイルをダウンロード

4. ダウンロードしたZipファイルを解凍

“Variants”フォルダ内

52 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



変異の分類情報を付加することができる

検出結果をまとめて、「レポート」として出力可能

2. Generate Reportをクリック1. リストから、レポートに出力する変異を選択

レポートの作成（１）

53 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



3. 必須項目を入力、レポートに記載したい項目にチェックを入れ、画面下部のNextボタンをクリック

レポートの作成（２）

54 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



4. 出力するレポートの内容を確認して、Lock & Published をクリック
（※レポートの作成を行うと、それ以降は変異の絞り込み操作ができなくなる）

レポートの作成（３）

この状態でダウンロードも可能

55 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



「レポート」は、PDFファイルにしてダウンロードすることが可能

＜レポート内容＞1. AnalysisタブのOverviewから解析結果を
選択し、画面右のActionsから、View Final 
Reportを選択

2. Final Report 画面の右上から、Downloadを
クリックし、ファイルを保存

解析に関する情報や、選択した変異情報を記載

レポートのダウンロード

5.10

56 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

CNV解析機能

57



ペアサンプル解析や、ベースラインを使用したシングルサンプル解析から、CNV解析が可能

CNV（Copy Number Variation）の解析概要

カ
バ

レ
ッ
ジ
デ
プ
ス

アンプリコン位置

CNV領域

サンプル間のカバレッジデプスの
違いからCNVを検出する

58 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



Germline CNV の解析結果

Summary：領域長、コピー数など

QC：CNVのクオリティー値

・Confidence：2以外のコピー数であることの尤度
・Precision：観測したコピー数がそれ以外のコピー数でないことの尤度
⇒これらの値が大きいほど、CNVの確度が高い
⇒絞り込みは「“Confidence”の値が10以上」が1つの目安となる

・Tiles：CNVが検出された領域内のAmplicon数

59 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



Somatic CNV の解析結果

Summary：領域長、コピー数など

QC：CNVのクオリティー値

・Minimum Ploidy Gain (5% CI)：予想されたコピー数の90%信頼区間の下限
・Minimum Ploidy Loss (95% CI)：予想されたコピー数の90%信頼区間の上限
・Tiles：CNVが検出された領域内のアンプリコン数

・一部のIon Torrent™ Oncomine™ Assay製品、Ion AmpliSeq™ HDカスタムパネルにて検出可能

解析するサンプルには、事前に“Sample Type”、“Gender”、“Cellularity(%)”の設定が必要

60 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

融合遺伝子（Fusion）解析機能

61



既知融合遺伝子の検出概要

融合遺伝子由来のリードを転写産物リファレンス配列にマッピングしてカウント

融合遺伝子をターゲットにしたIon AmpliSeqパネルにより検出が可能

62 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

遺伝子A 遺伝子B

融合遺伝子（DNA）

転写産物（RNA）
シーケンスリード



融合遺伝子の解析

・融合遺伝子検出用ワークフローの例

・検出結果の例

ペアになっている遺伝子名

63 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

その他の解析機能

64



Coverage Report

1. Analysesの一覧から目的の解析を選択し、Actions⇒View Coverage Report をクリック

2. アンプリコンごとのカバレッジ情報を閲覧可能

Amplicon ID のリンクから IRGVでの確認も可能

65 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



Visualize機能

AnalysesタブのOverviewから解析を選択し、複数の解析結果間の比較を行うことが可能

・Venn Diagram ・Variant Impact・Variants Table

・IRGV (IGV Light)
・CNV Heat Map

5.6

5.6

5.6

5.6

5.6

5.6

5.6

5.6

66 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



User①から、User②への解析結果シェア

解析結果のシェア

1. User①のAnalysesタブから、シェアしたい解析を選択し、Actions⇒Shareをクリック

2. User②のアカウントを入力し、Shareをクリック

User②の解析一覧に結果がシェアされる

67 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



User①から、User②へのサンプルデータ（BAMファイル）を転送

別アカウントへのサンプルデータ転送

1. User①のSamplesタブから、転送したいサンプルを選択し、Actions⇒Transfer をクリック

2. User②のアカウントを入力し、Transferをクリック

User②のサンプル一覧にデータが
表示され、解析が可能になる

68 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

Workflowの作成とコピー

69



以下のような場合に、Workflowの作成やコピーを行う

Workflowの作成とコピー

• Workflowの作成

- AmpliSeqカスタムパネルの解析するとき

- パラメータを変更した新規のWorkflowを作成したいとき

• Workflowのコピー

- 既存のWorkflowの設定を利用したいとき

⇒ 作成・コピーしたWorkflowの設定は後で編集が可能

Workflowの管理は、Workflowsタブから行う

70 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



1. Workflowsタブから、Create Workflow をクリック

Workflowの作成（１）

2. Applicationと解析方法（Single、Pairedなど）を選択し、Next をクリック

71 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



3. リファレンス、解析のターゲット領域、Hotspotなどを選択し、Next をクリック

Workflowの作成（２）

4. Annotation Set （通常はAllのまま）を選択し、Next をクリック

※シングル解析の場合は、
GermlineまたはSomaticの
選択肢あり

72 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



5. 解析後に適用したいFilter Chains を選択し、Next をクリック（“No Filter”のままでも設定可能）

Workflowの作成（３）

6. Plugins と Final Report の項目については、そのままNext をクリック

73 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



7. マッピング、変異検出のパラメータ設定を確認したら、Next をクリック

※始めはデフォルトパラメータでの実行を推奨

Workflowの作成（４）

74 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



8. Workflow 名を入力し、Save Workflowをクリック

Workflowの作成（５）

新規のWorkflow が作成される（内容変更も可能）

5.18

75 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



1. 編集したいWorkflow 名を選択し、EditボタンもしくはActions⇒Edit をクリック

Workflowの編集

2. 以降、Workflow の新規作成と同様の操作で、設定の編集が可能

76 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



Workflowのコピー

1. コピーしたいWorkflow 名を選択し、Actions⇒Copy をクリック

2. 以降、Workflow の新規作成と同様の操作で、設定の編集が可能

77 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



Tumor Mutational Burden算出オプション

例）“TMB (Non-germline Mutations)”を選択

コピーしたWorkflowの“Parameters”でMutation Mutational Burden（TMB）を計算するためのフィルターを選択

オプションを使用したWorkflowの解析結果にTMBの値を表示

78 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

サポート情報

79



ヘルプ資料

ログイン画面の右上にある“Help”から、Ion Reporter の詳細な操作手順書を閲覧可能

80

参考となる画像と共に操作方法を解説

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



Ion Reporter ソフトウエア関連サイト

＜最新のユーザーガイド・リリースノートなど＞

http://www.thermofisher.com/ion-reporter-software-docs.html

＜日本語の操作説明資料など＞

http://www.thermofisher.com/jp-tech-iontorrent

81 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。

http://www.thermofisher.com/ion-reporter-software-docs.html
http://www.thermofisher.com/jp-tech-iontorrent


Technical Support

Call   0120-477-392
jptech@thermofisher.com

営業時間：午前9時から午後5時30分まで

ご不明な点がございましたら
弊社テクニカルサポートまで
お問い合わせください

82 研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。



For Research Use Only. Not for use in diagnostic procedures.
© 2021 Thermo Fisher Scientific Inc. All rights reserved. 

研究用にのみ使用できます。診断用には使用いただけません。
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